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今月のトピックス

シンポジウム 学校給食の危機と課題より

学校給食ニュース 2004年７月号
発行：学校給食全国集会実行委員会 http://www1.jca.apc.org/kyusyoku E-mail maki@jca.apc.org

2004年７月10日、日本青年館（東京都新宿区）にて、

シンポジウム「学校給食の危機と課題」が行われました。

シンポジウムの主催は、全国学校給食を考える会で、農

林中金総合研究所の根岸久子副主任研究員が行った

学校給食と食の意識についての総合調査について報告

をしていただきました。この調査は、保護者、子ども、学

校給食栄養職員、生産者に食生活、食育や食意識につ

いてアンケート調査し、遺伝子組み換え食品など、食の

安全性に対する不安、学校給食への期待、現実の食が

予想以上に単純化していることなどについて過去２回の

調査結果をふまえてまとめられたものです。

調査レポートは、農林中金総合研究所より発行される

予定ですが、公表前に根岸さんから報告いただけること

となりました。シンポジウムでは、この報告を受け、パネ

ルディスカッションを行い、学校給食の諸問題について

意見交換を行いました。

今回の学校給食ニュースでは、根岸さんの講演の内

容を紹介します。

（本内容紹介は、学校給食ニュースが講演を元に構成し

たものです）

講演：根岸久子さん

農林中金総合研究所 副主任研究員

■はじめに

四半世紀、25年間、学校給食にこだわってきました。

日本の農業はすでに存亡の危機にあります。その状況

の根底には食生活の変化がありました。そこで、25年

前に学校給食についての調査を行い、14年前に２回目

の調査を行いました。もう一度振り返り、この25年間の

学校給食の調査を通して見えてくるものは何かを調べ

るために、今回３回目の調査を行いました。

今回の調査は、過去２回の調査を通じて見えてきた

学校給食のもつ影響力を検証するだけではありません。

食の安全性の問題が起こり、安全性や地産地消、スロ

ーフードのこと、食育基本法など、食や食育への関心

が高まり、一見追い風が吹いているように見えます。学

校給食の現場は、それに対応できるようになっている

のか、違うのではないかという危惧もあり、調査を行い

ました。

今回の調査対象は４つです。

子どもは、小学校５、６年生です。

回答した子どもの保護者です。以前は、母親として

いましたが、今の時代に母親とするとジェンダーの問

題がありますので、保護者としました。しかし、実際は

ほぼ100％母親の回答です。

それに、学校栄養職員と、農業生産者です。

回収率は、３割ぐらいを期待していましたが、とても

回収率が高く５割になりました。

子どもは1700人、保護者1600人、栄養士400人ほど、

生産者500人です。

なお、子どもと保護者は、農村部では、農協が、行

政や学校の協力を得て実施したところが多く、一般住

民となっています。都市部は、生協加入の子どもと保
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護者に協力をいただきました。

食生活、学校給食、地産地消、食材、食育などを

切り口に調査しました。

この調査レポートはまとまっていますが、まだ印刷し、

公式に公表していません。そのため、一部のみのご報

告となります。ご了承ください。なお、調査レポートは

200ページになるもので、近日公表します。

■子どもと家庭の食生活

今回の調査から出てきた子どもと家庭の食生活です

が、一般的に、簡便化、画一化、外部化と言われて

います。今回の調査では、選択項目を設けず自由に書

いてもらいました。

例えば、「家で食べる料理（おかず）で、とくに好き

なもの、きらいなものは何ですか。３つずつ書いてくだ

さい」と聞きました。１つしか書かない子どもさんもいま

した。記入率が高く、３つの記入がありますから、1700

名近くの子どもが回答すると大変なことになると思いま

したが、杞憂に終わりました。非常にせまい食歴で、

食が限られていました。カレー、ハンバーグ、スパゲ

ッティ、ヤキソバと、カタカナ献立が並んできます。

まず、なによりも好きなものはカレーです。永遠の

ベストセラーです。

20位くらいになると、「おかず」となるものも出てきま

す。画一化、簡便化という大きな流れはありますが、

一方で、米との親和性、たとえば、納豆はパンには合

わずご飯に合いますが、そういう流れも生きています。

もうひとつ、子どもに「お母さん（お父さん）が得意

で、よくつくってくれる料理は何ですか。３つ書いてくだ

さい」と聞きました。それも、やはり、カレー、ハンバ

ーグなどが並びます。

こういう意見もありました。「なし。缶詰と冷凍食品だ

けだから」という小学校６年生の言葉です。これも食の

ひとつの実態です。

保護者にも、「あなたが好きで、よく作る料理は何で

すか。３つ書いてください」と聞きました。1600人の方

に挙げてもらうので相当ばらつきがあると予想していま

したが、意外とそうではなく、子どもの嗜好とかなり重

なりました。

子どもの好きなもの、保護者が作るもの、そして、

保護者自身が好きで作るものが重なって、画一化、簡

便化しています。しかし、その一方で、日本型のご飯

に合ったおかずも登場して根っこに残っています。

ハレの日の食事も聞きました。「お宅では、お祭りや

家族の誕生日など、祝いごとのときにはどのような料理

を食べますか。主として食べる物を３つ書いてください。

その上で、買う、作るのどちらかに○印をつけてくださ

い」と保護者に聞きました。現代版のハレの食事は、

唐揚げ、ケーキ、寿司です。もちろん、詳しくはいろ

いろありますが、このように様々な角度から家庭の食を

浮き彫りにしました。

一般に言われるとおり、カタカナ献立、簡便化、外

部化が出てきています。

保護者から見て、子どもの食生活はどうか、聞いて

みました。（表１）

前回との比較ですが、出現率、すなわち、○をつけ

た数が減っています。ほかの設問でも言えるのですが、

子どもの食生活を見て、問題だと思わなくなっています。

たとえば、「清涼飲料などを飲みすぎる」について、前

回は37.4％の保護者が自覚しています。今回は、20.1％

になっています。現実は確実に清涼飲料水が増えてい

ます。「身体にとってなにを食べたらいいか考えない」

も、前回54.7％が今回23.4％となっています。保護者が

子どもの食生活を見ていて、問題と思わない。すでに、

自分たちもそういう食生活をしていますので、無意識化、

あるいは容認しています。食べることは自由だから問

題ないと言われればそれまでですが、客観的に健康

のこと、食の安全のことなどの問題を、なかなか認識

しにくくなっていることとがうかがわれます。

子どもたちに学校給食のことを20項目以上聞きまし

た。ここでも前回より、回答の出現率が少なくなってい

ます。

子どもも大人も、食べること、食べもののことに対し

て、さめた、距離をおいた意識にあることが調査から出

てきました。

お米についてもいろいろ聞きました。お米＝ご飯は、

食生活の変化を示すひとつのキーワードだと思います。

米を食べるからよい、悪いではなく、キーワードとして

聞いてみました。
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表１ 保護者に聞いた 子どもの食生活

注：「農協」は依頼先の意味で、回答は農村部の小学校保護者、「生協」については組合員の

保護者で都市部の生協を対象。以下すべて同じ。

表２ 子どもに聞いた、楽しい食事は？
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子どもに対して、学校給食での主要な主食である、

食パン、ロールパン、味つきパン、白いごはん、味つ

けごはん、まぜごはん、ヤキソバ、スパゲッティ、うど

んの嗜好と家庭での嗜好について調べてみました。前

回に比べ、白いごはん離れが著しく現われました。学

校給食で好きなのは、味つけごはん、まぜごはん、う

どん、味つきパンで、一番低いのが食パン、下から２

つめが白いごはんです。家で食べるのを調べると、か

ろうじてごはんは好きで、うどん、スパゲッティ、ヤキ

ソバ、パンとなります。圧倒的にごはん好きではありま

せん。保護者ではかろうじてごはんが好きですが、子

どもでは半分を割ります。そして、白いごはんではなく

味の付いたごはんです。味の付いたごはんだから、味

噌汁では食べず、お茶やジュースと食べることになりま

す。

保護者の調査からは、一品で食べることも浮かび上

がりました。

潮流として、ファーストフード的な食事が見えつつも、

ごはんは好きであるということが分かりました。

私がショックを受けたことがあります。朝は忙しいか

らみんなで食べることがなかなかありませんが、夕食

は、一緒に食べられないにしても、「一緒に食べられた

らいいな」と思うものだと考えていました。ところが、

子どもたちの調査からは、「別に家族は一緒でなくても

いい」という意識が１割を超えていました。

一緒に食べていても、家族それぞれ好きなものは違

うのだから、別々のものを食べていることがあるのも浮

かび上がりました。

個食（ひとりずつ別のものを食べる）と、孤食（ひ

とりで食べる）となっていく、子どもが「別に一緒でな

くてもよい」という意識を持っていく、それは、食が家

族関係を映し出しているとも言えます。食が変わり、食

への意識も変わりつつあることが、分かってきました。

■子どもと保護者にとっての学校給食

学校給食は、子どもにとって一番楽しい食事です

（表２）。

前回に比べると比率は下がっていますが、やはり一

番楽しい時間、空間です。家族だってばらばらでいい

じゃないかという意識は、現実にそうなっているから、

受け止めるためのものだと思います。だからこそ、一

緒に食べる学校給食は一番楽しい時間です。

今回の調査を通じて言えることは、農村部の子ども

たちの方が都市部の子どもたちよりも学校給食を楽しみ

にしています。農村部の保護者の方が都市部の保護者

より学校給食に期待しています。農村部の方が都市部

より学校給食に依存し、影響力を感じています。

学校給食についても、好きな献立を自由に挙げても

らいました。

好きなものは、カレー、ハンバーグなど、家庭での

好きなものと共通しています。

しかし、前回の調査と比較して、若干違うところもあり

ます。それは、お米関係のことです。

１位、カレー ２位を著しく上回って独走しています。

２位、サラダ サラダは実に多様なものがあり、想

像できないようなネーミングのものもありました。

３位、うどん

４位、スパゲッティ

５位、ハンバーグ

６位、ヤキソバ

７位、唐揚げ

８位、ラーメン

９位、魚料理 前回の調査では、魚は出てきません

でした。

10位、肉料理

11位、パン

12位、コロッケ

13位、スープ

14位、ごはん

15位、サバの味噌煮 もちろん、これも前回ありま

せんでした。

この上位15位までを見てみると、あいかわらず単品

で食べるものが好きで、肉系が好きです。しかし、魚

やサバの味噌煮、ごはん類などが顔を出す傾向が見ら

れます。

学校給食を通じて好きになったものがあるかどうか、

聞きました。前回も聞いたのですが、好きなったもの

がある場合、内容も聞いています。家でも食べるように

なるという連鎖が、前回と同様にありました。
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給食で出るまで、食べたことのなかった献立がある

かとも聞きました。52％があると答えました。その中に

はめずらしいものもあります。特にサラダなどには変わ

ったものがあります。ナンやビビンバのようなものもあり

ました。

学校給食で出るまで食べたことがなかった献立に、

好きになったものが多いというのも分かりました。学校

給食で出会い、めずらしく、学校給食を通して好きに

なるという、学校給食の影響力が見えてきます。前回

と比べると、今回の方が、学校給食ではじめて食べた

献立があるという回答が多くありました。家で食べたこ

とがなかっためずらしい献立が増えていることも明らか

になりました。

ちなみに、家で食べるもので嫌いなものは、

１位、魚

２位、ナス

３位、ピーマン

４位、トマト

５位、煮物

６位、野菜炒め

７位、酢の物

８位、きのこ類

９位、納豆

10位、漬物

11位、味噌汁

12位、卵焼き、目玉焼き

学校給食で嫌いなものは、

１位、サラダ 好きでもあり、嫌いでもあります。素

材と調味料の違いでしょう。あと、生野菜がほとんど出

せないこともあると思います。素材の質もあるかも知れ

ません。

２位、魚

３位、トマト

４位、和え物

５位、レバー

６位、ナス

７位、魚の揚げ物

８位、ピーマン

９位、納豆

10位、パン類

11位、ひじきの煮物

12位、チーズ

13位、漬物

14位、アスパラガス

15位、焼魚

米飯給食の回数については、栄養士も保護者も完全

米飯給食を支持したのは１割です。

栄養士も保護者は、ごはん３回、パン１回、うどん１

回です。理由は、子どもたちにいろんなものを食べさ

せたいからです。

保護者からみた場合、学校給食への期待がものすご

く高いです。これは今回の特徴です。

学校給食について保護者に聞いてみた一部を学校給

食への関心度とクロス集計しました（表３）。このほかに

も、様々なクロス集計をしています。

学校給食の廃止についての項目で、「すごく困る」「少

し困る」「困らない」を聞きました。

前回は、学校給食に関心を持っていても、学校給食

が廃止されて「困らない」が15％ほどありました。今回

は７％です。学校給食が廃止されたら困るという人が増

えています。

しかし、学校給食について関心がある人よりも、学

校給食について関心がない人の方が、学校給食が廃

止されたら困ると考えています。これはほかのクロス集

計でも分かります。関心が高い人の方が、学校給食が

廃止されても困らないのです。

一言で言うと、学校給食に対して保護者は期待して

います。健康づくりにも、しつけについても、期待して

います。しかし、期待している保護者ほど、実際の学

校給食についての関心度は低いのです。

だから、廃止されて困ると答えた人ほど、試食会に

は行かないし、調理場が見えるところにあった方がい

いかどうか聞かれても、別にどこだっていい。関心があ

る人は、学校給食の調理場が見えるところにあった方

がいいと思っている。

食材にしても、遺伝子組み換えや無農薬や顔の見え

る農産物や加工食品についても聞いてみましたが、関

心度の低い人は、短絡的に言えば、給食に頼っている
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表３ 保護者の学校給食への関心

注：５項目目の「調理場」とは、「調理場は子どもの見えるところにあった方がよいか」という設問
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が、給食をどこで作ろうと、食材の質があろうとあまり

気にしていないという逆相関にあります。

これは、保護者の中にある食に対する「さめた」意

識と重なる部分があります。

学校給食費についても聞いてみました。一部には、

地元のものや無農薬のものなど、いい食材、安心して

食べられる学校給食のために給食費が上がってもいい

という人もいるだろうと思っていました。これは非常に

支持者が少なかったです。都市部に「上がってもいい」

と答える人がいましたが、それでも額は月500円以内で

す。今の学校給食に不満があるという人は過半数は超

えるのですが、給食費が上がっては困るので現状でし

かたがないというのが流れです。もちろん、不況や家

計が苦しいといった経済的な問題が学校給食にもあら

われているとは思います。

しかし、保護者の学校給食についての期待が、より

よいものにしていくという動きにはつながらず、逆の相

関をしていることははっきりしています。

■学校給食現場の実践

…栄養士の意識と実践

栄養士にも調査しました。栄養士は、全国学校給食

栄養士協議会の協力を得て行ったもので、都道府県学

校給食栄養士協議会長に配布していただきました。

栄養士は、子どもに食べてもらいたいと、実に様々

な献立の工夫をしています。子どもの好きなもの、行

事食、郷土食、家ではなかなか食べられないものを食

べさせようとしています。

そのなかで、一番配慮しないというのが、子どもの

好みです。子どもの好みに迎合するのではなく、でき

るだけ家庭では食べにくいもの、あるいは、和風のひ

じきの煮物や肉じゃが、サバの味噌煮のようなもの、

行事食、郷土食を食べさせようとしています。

もうひとつ、今回はアレルギーのことについても聞き

ました。アレルギーに対して何か特別なことをやってい

るかと聞くと、ほぼ３分の２の栄養士がやっていると回

答しました。しかし、「忙しい中でかなりきつい」という

声が多く、やっていない３分の１の栄養士というのは限

界なのだろうと思います。やっている栄養士の中にも「こ

れ以上多くなったらもうできない」という声があります。

アレルギー対応といっても、実にいろいろなアレルギ

ーがあります。すべてのアレルギー食材に対応してい

るよりもそばだけとか、大豆、牛乳、卵だけというよう

に部分的に、除去食や代替食などの対応をしていまし

た。

栄養士には、今回、調理主体別に聞きました。単独

校方式かセンター方式か、食材の一括購入か学校ごと

の購入か、献立の統一献立か学校ごとか、調理の民

間委託か直営かについても聞き、クロス集計しました。

ここから見えてきた共通性は、数字が著しく違うこと

はないですが、どの設問をみても一括購入や統一献立、

センター方式のように一元化されている栄養士の方が、

献立の工夫などがしにくく、給食の献立や食教育が学

校給食運営に影響されていることが分かりました。

今回、民間委託の調理場で働いている栄養士が１割

いました。全国平均よりはやや少ないのですが、民間

委託の栄養士は地域の評価と安全性に重点を置いてい

ました。もちろん、直営調理場の栄養士も地元農産物

と使い、できるだけ地域との結びつきを強めたいとか、

子どもたちに農業のことを知らせたいなどは共通してい

ます。ここから言えるのは、学校給食が学校から切り離

され、食事を与えるだけのものになりつつある中で、

問題とされるのは安全性と地域の理解になるだろうと思

います。

■学校給食食材…現状、考え方等

食材について、聞きました。地元農産物や遺伝子組

み換え、有機農産物、加工食品などについて聞いてみ

ました。食材については、前回の調査に比べて、輸入

食品の利用が減っています。ちょうど、調査の時に、

輸入冷凍ほうれん草の残留農薬問題が起きた後という

こともあると思いますが、冷凍食品や加工食品も前回

に比べて減っています。地元農産物の米や野菜などは

使用が増えていますが、象徴的に増えているものはデ

ザートでした。

輸入食品などが減ったのは、安全性への意識の高ま

りだと思います。

遺伝子組み換え食品については、栄養士と保護者の

考え方をまとめました（表４）。
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表４

表示の有無とは関係なくいかなる遺伝子組み換え食

品も使用すべきではないという栄養士がほぼ半数で

す。保護者の方が多いです。表示義務のない油や醤

油についてはやむを得ないというのが次です。

有機農産物についても聞きましたが、使用は伸びて

いません。「使いたいけど使えない」というところです。

地元農産物とも共通していますが、使えない理由は給

食運営上の問題が横たわっていて、安全意識はあって

使いたいが使えないことになります。「統一献立だから」

「自分に決定権限がない」など、栄養士の意識と現実

がかみ合わないことがあります。

このような理想と現実のミスマッチを感じました。保

護者に学校給食について何を期待するか自由意見で聞

きました。栄養士・調理員、行政、ＰＴＡ、農協・生

産者のそれぞれに望むことを聞いたところ、栄養士・

調理員に期待することは安全です。その安全は、食材

の安全だけではなく、食中毒など衛生管理の安全への

期待がつよくでていました。保護者の中には、食材の

安全と衛生管理の安全が整理できていない方も見受け

られました。一見、安全な食べものへの意識が高まっ

ているように見えても、本当の食べものの安全とはどう

いう意味なのか、保護者・栄養士を含めてまだまだと

らえ切れていないということも分かりました。

その中で、地産地消について、25年前の調査、前回

の調査、今回の調査で大きく伸びています。８割が使

用していると答えました。地元農産物を使う栄養士が

増えているだけでなく、品目も増えています。かつては、

ほんの一部の野菜と米ぐらいでした。また、25％を超え

る栄養士が通年を通して野菜の地物等産物利用をして

いました。

生産者にも、地元農産物について聞きました。生産

者にも学校給食に取り組んでいる生産者とそうでない生

産者がいます。そこで著しい違いが出ています。その

違いは安全意識です。学校給食に農産物を供給してい

る生産者は、遺伝子組み換え、農薬、除草剤、化学

肥料などについての意識が高くなっています。「学校給

食に農産物を供給するようになってなにか変わりました

か」と聞きました。すると、「安全に配慮するようになっ

た」という回答がありました。生産者自身が栄養士や

子どもとつきあう中で意識転換していることが分かりま

した。

ちなみに、食材の購入先は、品目によって異なりま

すが、全般的に言えることは、学校給食会のウエート

が減って、地元の業者、生産者グループのウエートが

高くなっています。残念ながら農協はあいかわらず低

いです。

■食育…家庭の限界・栄養士の限界、学校

給食への期待

保護者に聞いた子どもの食生活に影響を与えるもの

について６項目を挙げて聞きました（表５）。前回も聞い

ており比較しました。前回よりも増えているのは学校給

食の影響力です。たとえば、テレビでは、大きな影響

があると答えたのは前回62.8％、今回は41.4％。学校給

食で、大きな影響があると答えたのは前回33.3％、今

回39.7％です。外食産業も上がっています。保護者は

学校給食に大きな影響力があると認識しています。こ

れは、ほかの項目や集計からも分かります。

学校給食に対する保護者の期待感が学校給食に大

きな影響を受けているという考えにつながっているのか

も知れません。

「子どもの食生活のしつけは家庭でやるべきだ」とい
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表５

表６
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う意見について（表６）聞きましたが、自信のある人は６

割、「その通りだが、家庭では限界がある」人が４人

に１人、そんなことを言っても子どもは社会的な影響を

受けるという人が17.2％で、学校でも取り組んで欲しい

という人が11.7％です。家庭だけではできないというの

が４割います。保護者を35歳未満、35歳～37歳、38歳

～40歳、41歳以上と４つの年齢層に区切ってみたところ、

若い保護者にその傾向は顕著です。調査全体を通じて、

若い保護者ほど、学校給食の影響力も認め、学校給

食にやって欲しいと思い、子どものしつけは家では無

理だと思っています。

もうひとつ、保護者を職業でも分析してみました。常

勤、パート、専業主婦と聞いてみると働く保護者も、

若い保護者と同じような傾向が見られました。

「学校で朝食を提供することについてどう思いますか」

と聞いてみました（表７）。

これは、アメリカでは貧困者対策としてやっています。

実は、学校給食栄養士協議会のトップからは、「こ

れを聞いてはいけない、保護者を甘やかせてはいけな

い」と言われましが、どうしても聞いてみたかったので、

栄養士には聞かず、保護者には聞いてみました。

「必要、実施してもらえると助かる」は2.9％ですが、「家

ではできないこともあり検討して欲しい」が14.9％ありま

した。つまり、18％ほどが学校に朝食まで期待していま

す。食の専門家が目を白黒させそうな事態です。

これも、若い世代や働く女性の方が期待しています。

このことから考えると、家では食べものを提供するの

も、しつけも、なかなかに限界があるという実態を映し

出しているのだろうと思います。

一方、栄養士に聞いてみると、学校給食を通した食

教育について９割は難しいと答えています。その理由は

大きく分けると３つあります。

ひとつは、いくら学校でいろいろ教えても家に帰ると

元に戻ってしまうというということがあります。家庭と学

校との連携ができていないことも含め、子どもの食や

保護者の食と意識を考えると学校では限界があるとい

うものです。

ふたつめは、給食運営体制です。特にセンター方式

の栄養士は、年に１回か２回ぐらいしかクラスを訪問で

きないといいます。受配校が多かったり、忙しいため

です。

３つめは、食教育をあまりやったことがないのでよく

分からないというものでした。

保護者は学校給食に期待と依存を高めるのですが、

学校現場の方は今でも様々な工夫はしているけれど限

界を感じているということが、自由意見や調査結果から

出ています。

その中で、地元の農産物を使っているという栄養士

が８割いました。地元の農産物を使ったことがあるとい

う栄養士に自由意見で、使ったことによる変化を聞いて

みました。

大きく３つの変化がありました。

まず子どもが変わりました。喫食率高くなります。食

べるようになります。おいしいということもありますが、

生産地を知っている、生産者を知っている、だから食

べるということがあります。

次に栄養士自身が変わりました。自分がふだん使っ

ているニンジンやジャガイモなどのことを深く知るように

なり、知ることで教材として使い、食指導することがで

きるようになりました。知らなければ、栄養価は説明で

きたとしても、立体的には話せなかった、というような

意見が多くありました。

３つ目は地域です。地域の人たちが学校給食につい

ての理解を深めました。生産者だけでなく、保護者も

地元農産物を使うことで、子どもを通じて学校給食につ

いて関心を深めています。

地元農産物の持っている保護者を含めた食育効果が

明らかになりました。

■学校給食の課題は

…給食現場の視点から

今日の報告は、調査のごく一部ですが、全体をみて

言えるのは、学校給食の影響力、子どもの食に対する

影響力は、以前以上に強まっているということです。食

にさめているからこそ、学校給食を通した働きかけが生

きています。

栄養士が教室を回り話してくれると答えた子どもはよ

く食べるというような相関も見られました。栄養士のひ

とつひとつの働きが、子どもの食につながっていること

が分かってきます。
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保護者の食に対する意識や行動がさめていく一方で、

学校給食に対する期待は高まっています。学校給食そ

のものが地域の評価を気にせざるを得ない状況にもあ

ります。そのような状況で、学校給食の期待に応える

学校給食とはどのようなものか、もう一度、保護者や

地域に問い返す必要があると思います。

野菜が嫌いだという子どもが多いなかで、衛生上な

かなか生野菜を出せない現状があったり、食材の安全

を求めながらも、それが思い通りに使えないことなどに

ついて、給食現場が保護者や地域と一緒に考える必要

があるのではないでしょうか。

学校給食は、食事を提供するだけではなく、給食を

通して人づくりをすることが求められます。保護者に自

由意見として「総合的な学習の時間に何を期待します

か」と聞きました。するとトップは食で、２番目は生き

る力です。自分で問題を解決できる力や社会人として

のあり方です。ほかに、マナーや箸の使い方というの

もありました。食と自立するための力という声が非常に

多くありました。学校給食についても自立性、主体性を

意識した、人づくりを視野に入れた取り組みが必要で

はないかと思います。

地元農産物の利用について、栄養士の回答の中から

明らかに子どもの変化が出てきたことが分かります。こ

のようなことが学校給食に求められていると思います。

今回の調査で、都市部と農村部を比べると、農村部

には農産物もあり、農家もあり、農的な景観もあります

が、食のことについては距離があり、よりさめていると

いう結果が出ています。一般的に言われている農村部

の方が都市部より食がきちんとしているというのは幻想

だと思います。農村部の方が全体的には忙しいと思い

ます。子どもの成人病についても農村部の方が先に出

ています。

学校給食を通して、子どもを通して、地域と保護者に

対して食のことを一緒に考えていく、学校給食の意義を

考えていく実践が必要だと思います。

投稿

保育園での用務員調理と衛生管理について

ホームページ版に匿名で投稿いただきました。

はじめまして。

公立保育園で０歳からの離乳食及び給食を作ってい

ます。

わたしの市は保育園の調理員は用務員採用なので、

調理の他に、園の掃除等の仕事も含まれます。

現状としては完全給食で、時間におわれる日々なの

ですがそれでも用務の仕事も頑張っています。

午後にはおやつを作り提供後、お部屋から食器等が

返ってくるまでに時間があればわずかな時間も外にで

て草取り等の仕事もします。

外から帰ってきてまた、食器の洗浄、延長保育に残

る子供のおやつを作ります。白衣からスモックに着替え

るのですが、これって衛生面でどうなんでしょう。

調理終了後は子供用のトイレ掃除等の用務の仕事が

あります。

保健所もそういった実情を知ってか知らずか、調理

に関しては消毒等の指導は事細かくされるのですが、

そういった事へは触れられません。着替えをする休憩

室も調理場を通らなければならないのにと思うとどうし

てって疑問と不安が沸いてきます。

多分、用務員採用で調理をされている方はたくさん

いると思いますのでご意見・対応等お聞かせください。
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最近のできごと

４月～５月の新聞などからの情報

【食材～地場産ほか】

●三重県芸濃町で地場産ずいき

●名古屋市で学期に１度の地場産給食

●北海道釧路市、クジラ肉を給食に

●神奈川県秦野市、生産者がジャガイモ提供

●北海道砂川市の地場産給食

●宮崎県高崎町、月１回豚１頭

●生産由来のわからない液卵

【給食運営～民間委託ほか】

●福岡県前原市、給食運営の行政内対立経過

●岐阜県可児市、ＰＦＩでセンター建設

●宮城県一迫町、給食センター完成

●東京都福生市、中学校に委託食堂

●埼玉県狭山市、センター建築でＰＦＩの導入

を検討

【そのほか】

●食育基本法、継続審議へ

●食育の動き～食育カルタなど

●栃木県那須地区で地場産食材レシピ集

●愛媛県今治市、給食レシピ集を一般向けに

発行

●全パン連、学校給食への事業計画

●日本うまみ調味料協会、理解促進に学校給

食対策

●西日本新聞、給食の特集

西日本新聞社は連載特集「食卓の向こう側」を2003年

から連載、第三部は「給食 未来をひらく」で、学校

給食を特集。衛生管理と食教育のありかた、自校方式

とセンター方式、アレルギー対応、地場産給食と学校

給食会等の問題など、学校給食の様々な問題を提起し

ている。

第一部、第二部は冊子でも販売、現在、西日本新聞

社のホームページ上でも記事を読むことができる。

西日本新聞社

http://www.nishinippon.co.jp/

食卓の向こう側

http://www.nishinippon.co.jp/news/2004/shoku/

●市販パンの一部で臭素酸カリウム使用再開

山崎製パンのホームページでは、プレスリリースで導

入の経緯について発表している。

http://www.yamazakipan.co.jp/news/20040601.html
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